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１ 日 時

平成２９年４月１４日（金） 午後２時３１分から

午後４時４８分まで

２ 場 所

第２委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、吉冨英三郎、阿部英仁、藤田正道、馬場林、森誠一

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

志村学、桑原宏史

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

教育長 工藤利明、警察本部長 松坂規生 ほか関係者

７ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

８ 会議の概要及び結果

（１）平成２９年度行政組織及び重点事業等について、執行部から説明を受けた。

（２）第三次特別支援教育推進計画の骨子等について及び平成２９年度大分県立高等学校入学

者選抜結果についてなど、執行部から報告を受けた。

（３）県内所管事務調査を５月１０日、１１日、１８日、１９日、２３日、２４日、２９日及

び３０日に実施することを決定した。

（４）県外所管事務調査を７月１１日から１３日に実施することを決定した。

９ その他必要な事項

な し

１０ 担当書記

議事課委員会班 主任 木付浩介

政策調査課調査広報班 主査 後藤仁美



文教警察委員会次第

日時：平成２９年４月１４日（金）１４：３０～

場所：第２委員会室

１ 開 会

２ 警察本部関係 １４：３０～１５：３０

（１）治安情勢について

（２）平成２９年度行政組織及び重点事業等について

（３）その他

３ 教育委員会関係 １５：３０～１７：００

（１）平成２９年度行政組織及び重点事業等について

（２）諸般の報告

①第三次特別支援教育推進計画の骨子等について

②平成２９年度大分県立高等学校入学者選抜結果について

③スーパーサイエンスハイスクールについて

（３）その他

４ 協議事項 １７：００～１７：１０

（１）県内所管事務調査について

（２）県外所管事務調査について

（３）その他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

元吉委員長 委員会の開会に先立ちまして、

本日、発生からちょうど１年になりましたの

で、平成２８年熊本地震により、犠牲となら

れました方々に対して、深く哀悼の意を表す

るため、黙とうをささげたいと思います。

全員、御起立願います。黙とう。

〔黙とう〕

元吉委員長 黙とうを終わります。

それでは、ただいまから、委員会を開きま

す。

これより警察本部関係の説明に入ります。

説明に入る前に、本日は初めての委員会で

もありますので、まず私から御挨拶を申し上

げたいと思います。

〔元吉委員長挨拶〕

元吉委員長 では、委員の皆さんの自己紹介

をお願いします。

〔委員自己紹介〕

元吉委員長 また、本日は、委員外議員とし

て志村議員、桑原議員に出席いただいており

ます。

なお、委員外議員の方が発言を希望する場

合は、委員の質疑の終了後に挙手し、私から

指名を受けた後、長時間にわたらないよう要

点を簡潔に御発言願います。

次に、事務局職員を紹介します。

議事課の木付君です。（起立挨拶）

政策調査課の後藤君です。（起立挨拶）

続きまして、執行部の自己紹介をお願いし

ます。

〔松坂警察本部長挨拶〕

〔幹部職員自己紹介〕

元吉委員長 ありがとうございました。

それでは、治安情勢について、執行部の説

明を求めます。

松坂警察本部長 県下の治安情勢の現状と取

組について御説明いたします。

お手元にお配りしております文教警察委員

会説明資料の１ページを御覧ください。

県警察では、平成２９年の運営方針を「県

民とともに歩む力強い警察」、サブタイトル

を「日本一安全な大分の実現に向けて」とし

ております。

また、業務目標として、刑法犯認知件数１

４年連続減少、特殊詐欺被害件数１５０件以

下、交通事故死者数過去最少、重要犯罪の完

全検挙の４点を掲げ、これらの目標達成のた

めに、総合的な犯罪抑止対策の推進など６項

目を業務重点として取り組んでおります。

本日は、この６項目の業務重点に沿って、

県下の治安情勢を御説明いたします。

なお、昨年、平成２８年中の主な取組の結

果につきましては、お手元の資料Ａ３版、平

成２８年大分県警察業務重点の推進結果（概

要版）に取りまとめていますので、後ほど御

参照いただければと思います。

それでは、最初に総合的な犯罪抑止対策の

推進についてであります。

県下の刑法犯認知件数につきましては、昨

年は過去最少となる４，０５４件で、前年よ

りも７８９件減少し、目標の刑法犯認知件数

１３年連続減少を達成できました。安全度を

示す指標、人口１０万人当たりの刑法犯認知

件数である犯罪率では、２年連続で全国第４

位となっております。本年も、３月末現在に

おける認知件数は８４９件で、前年同期より

もマイナス７６件と減少傾向を維持している

ところであります。

本年は、刑法犯認知件数１４年連続減少を

目標に掲げておりますが、目標達成のために

は、犯罪情勢の分析に基づく効果的な抑止対

策に加え、県民の方々や関係機関・団体との

連携・協働が不可欠であります。

県警察では、自主防犯ボランティア活動の

活性化と持続的発展のため、引き続き、次世

代ボランティア等後継者の育成や活動への参
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加促進等に取り組んでまいります。

また、防犯環境の整備、特に犯罪抑止効果

の高い街頭防犯カメラの設置につきましては、

平成２６年度から自治会等に設置経費を助成

する事業を行っておりますが、昨年度は、同

事業を活用して県下１１地区で、計３１台の

防犯カメラが設置されました。本年度からは

子供見守り街頭防犯カメラ設置支援事業の名

称で事業を行うこととしており、引き続き、

自治会や関係各所に対し、防犯カメラの有用

性の説明を行うなどして、通学路や子どもの

遊び場周辺等に防犯カメラの設置を促進して

まいります。

さらに、振り込め詐欺を始めとする特殊詐

欺被害防止対策については、昨年は、被害件

数で７件、被害額では約１億５，５００万円

それぞれ減少しましたが、本年３月末現在は、

被害件数６５件で、前年同期よりも８件増加

するなど、依然として高水準で被害が発生し

ております。

特に近年は、高齢者に限らず、若い世代に

も被害が拡大しており、本年の業務目標であ

る特殊詐欺被害件数１５０件以下の達成に向

けて厳しい状況となっております。

県警察では、現在、金融機関等と連携した

対策のほか、高齢者に直接電話で注意喚起を

促すコールセンター事業、自動警告・通話録

音機の無償貸与など、主に高齢者を対象とし

た対策を推進しておりますが、今年度はこれ

に加え、動画ＣＭ作成による広報や、若い世

代が利用するファストフード店、携帯電話販

売店での広報啓発を図るなど、若い世代の被

害防止に向けた取組強化を図り、被害を１件

でも多く抑止してまいります。

次に、子ども・女性・高齢者の安全確保と

少年非行防止・保護対策の推進についてであ

ります。大きく２点ございます。

まず１点目は、子ども・女性に対する声掛

け事案、ストーカー・ＤＶ事案等への迅速・

的確な対応についてです。

県下では、昨年は、ストーカー事案及び声

掛け事案は減少したものの依然として高止ま

りの状況にあり、ＤＶ事案は増加しておりま

す。

本年３月末現在ではストーカー事案への対

応は７３件、ＤＶ事案への対応は１６２件と

なっております。

春の組織改編では、ストーカー・ＤＶ事案

等人身安全の早急な確保に対処するため、警

察本部及び警察署生活安全課の体制を強化い

たしました。引き続き、被害者等の安全確保

を最優先とした保護対策、各種法令を適用し

た検挙・警告により被害の防止を図り、重大

事案の未然防止に努めてまいります。

２点目は、少年非行防止・保護対策につい

てです。

非行少年は減少しているものの、児童虐待

やいじめ事案、インターネットを通じた悪質

な福祉犯事件の発生など、少年を取り巻く環

境は、依然として厳しいものがあります。児

童虐待も、昨年は悪質な事案を４件検挙して

おり、厳しい状況にある児童虐待に対処する

ため、春の組織改編により、本部少年課に新

たに児童虐待対策係を設置いたしました。今

後も、児童相談所や関係機関と連携を図り、

児童の安全確認・安全確保を最優先とした迅

速・的確な対応を推進するとともに、悪質・

危険性の高い事案については、積極的な事件

化を図ってまいります。

あわせて、非行防止教室の開催やスクール

サポーターの活用など、学校と連携して非行

の深刻化を防ぐとともに、少年警察ボランテ

ィア等との協働による集団的不良交友少年の

実態把握など、少年を加害・被害の両面から

守る活動を推進してまいります。

なお、先般、宇佐市内のこども園に不審者

が侵入し、刃物等を使用して児童や施設職員

に負傷させるという痛ましい事件が発生しま

した。

これまでも、小学校や障がい者施設等にお

いて不審者対策の訓練等を実施してきたとこ

ろでありますが、引き続き、犯罪への抵抗力

の小さい、いわゆる犯罪弱者の被害防止に努

めてまいります。
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次に、交通死亡事故の抑止についてであり

ます。

昨年の交通事故発生件数、死者数及び負傷

者数は、いずれも前年と比べ減少したことか

ら、本年は、交通事故死者数過去最少を業務

目標に掲げ、交通事故による死者が１人でも

少なくなるよう努めているところですが、本

年３月末現在における交通事故発生件数は９

４８件で、前年同期比プラス２１件、負傷者

数は１，２２９人でプラス８０人、死者数も

８人でプラス１人といずれも増加しており、

大変憂慮すべき状況にあります。

また、死者８人のうち５人が高齢者である

など、高齢者の被害・加害両面の交通事故防

止対策が重要課題であることから、交通安全

教育機材を活用した参加・体験・実践型講習

会の積極的な開催や、関係機関・団体等と連

携した、きめ細かな交通安全指導など、高齢

者に焦点を当てた諸対策を引き続き推進して

まいります。

さらに、本年は改正道路交通法が施行され、

７５歳以上の運転者の臨時適性検査の対応の

増加が予想されることから、本部運転免許課

に高齢運転者支援係を新設するとともに、認

知症等の専門知識を有する保健師を１名増員

して３名体制とするなど、高齢運転者の支援

に係る取組を強化いたします。

また、県民の交通安全意識の高揚のため、

本年は、安全運転管理者選任事業所や老人ク

ラブ連合会等関係機関等と連携し、新たにロ

ードリーダーと指定した人に模範運転をして

いただき、安全運転の広告塔となっていただ

く事業のほか、全事故の半数近くを占める追

突事故防止策として３秒間の車間距離の呼び

掛けや、安全運転支援アプリ「おんせん県お

おいたロードマップ」の活用など、積極的な

情報発信等の取組を強化してまいります。

このほか、人に優しい交通環境整備事業と

して、夜間でも見やすい道路標識や歩行者を

感知して横断歩道上を照らすライトの設置等、

交通安全施設の整備を推進してまいります。

次に、悪質・重要犯罪等の徹底検挙につい

てであります。

殺人や強盗などの重要犯罪につきましては、

昨年の検挙率は８９．７％で全国平均７６．

６％を上回る検挙率となりました。本年３月

までに発生した重要犯罪は６件でありますが、

６件いずれも検挙しており、引き続き重要犯

罪の早期検挙に努めてまいります。

また、特殊詐欺につきましても、昨年は、

実行犯及び口座詐欺等の助長犯を１１０人検

挙するなど、全国トップクラスの実績を挙げ

ております。

こうした犯罪は、県民に大きな不安を与え

るものであることから、県警察では本年も、

迅速・的確な初動捜査を展開するほか、防犯

カメラ画像の収集・解析や捜査支援システム

の活用、綿密な現場鑑識活動の徹底、ＤＮＡ

型鑑定や犯罪者プロファイリング等、最新の

科学捜査力を積極的に活用し、本年の業務目

標である重要犯罪の完全検挙達成に向け、取

り組んでまいります。

次に、暴力団等組織犯罪対策の推進につい

てであります。

県内の暴力団については、一昨年の山口組

の分裂以後、県下の暴力団組織の一部が神戸

山口組に移籍するなどし、現時点で、六代目

山口組傘下の１３組織、神戸山口組傘下の３

組織、計１６組織、約２００人の構成員等を

把握しているところです。全国的には、双方

の組織による対立抗争の可能性のある事件が

続いており、本県においても引き続き警戒が

必要であります。

このような情勢を踏まえ、本年も暴力団等

の取締りを徹底するとともに、更なる暴力団

排除の気運を醸成するため、行政や各種業界、

県民が一体となった暴力団排除活動を推進し、

暴力団組織の壊滅、弱体化を図ってまいりま

す。

薬物事犯につきましては、昨年は９２人を

検挙し、押収量では、大麻は記録が残る平成

６年以降で過去最多となる約１４キログラム

を押収しております。今後とも、覚醒剤や危

険ドラッグなどの薬物事犯や、銃器事犯の徹
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底した取締りに力を入れてまいります。

最後に、災害、テロ等緊急事態対策の推進

についてであります。

災害につきましては、昨年４月に発生した

熊本地震の反省や教訓を踏まえつつ、近い将

来、発生が懸念されている南海トラフ巨大地

震など大規模災害の発生に備えて、今後も実

戦的な訓練等を重ね、災害対処能力の向上を

図るとともに、関係機関との連携を強化し、

災害発生時の迅速・的確な対応を推進してま

いります。

テロ対策関連につきましては、昨年は、５

月に三重県で主要国首脳会議が開催され、大

分県からも部隊を派遣いたしました。今後、

２０２０年にはオリンピック・パラリンピッ

ク東京大会が開催されるほか、大分県におき

ましても、２０１８年に世界温泉地サミット

及び国民文化祭、２０１９年にはラグビーワ

ールドカップが開催される予定となっており

ます。そうした中、海外では、観光客を巻き

込んだテロも発生していることから、これら

を見据え、県警察では、昨年設置した外事・

国際テロリズム対策室の体制を強化するとと

もに、幅広い情報収集や入管・税関等関係機

関との連携を強化して、空港や国際港での水

際対策を図るなど、テロの未然防止対策を推

進してまいります。

警察本部では、運営方針である「県民とと

もに歩む力強い警察」の下、日本一安全な大

分の実現に向けて、職員一同取り組んでまい

ります。

委員長を始め、委員の皆様方におかれまし

ては、今後とも御支援、御協力を賜りますよ

うお願いいたします。

以上で、治安情勢の説明を終わります。

元吉委員長 次に、警察本部関係の平成２９

年度の行政組織及び重点事業等について、執

行部の説明を求めます。

加門警務部長 大分県警察の組織概要につき

まして、お手元の文教警察委員会説明資料の

２ページの組織図を基に御説明いたします。

大分県警察は、警察行政の民主的運営と政

治的中立性を確保するための公安委員会の管

理の下に、警察本部及び１５の警察署で構成

されております。

警察本部は、警務部、生活安全部、刑事部、

交通部及び警備部の５部に、２４課１所３隊

１室を設置するほか、警察学校を附置してお

ります。

それでは警察本部の部ごとに御説明いたし

ます。

また、今春の組織改編についても説明させ

ていただきますので、机上に配付の別資料、

平成２９年春の組織改編概要についてを併せ

て御覧ください。

警務部は、総務課、広報課、会計課、警務

課等９課で構成しております。

警務部では、第一線の警察職員が効率的に

業務を推進できるよう、組織管理や勤務環境

の整備、健康管理対策等を行うほか、次代を

担う優秀な人材を確保するための採用活動、

新任警察官の早期戦力化や幹部の指揮能力の

強化に必要な教養の企画等の取組を推進して

おります。

今春の組織改編により、超過勤務の縮減、

業務の合理化及びワークライフバランス等の

実現に向けた働き方改革の推進体制を構築い

たしました。

生活安全部は、生活安全企画課等４課１室

で構成しております。

生活安全部では、総合的な犯罪抑止対策、

子ども・女性・高齢者の安全確保及び少年非

行防止・保護対策等を推進しております。

今春の組織改編により、ストーカー・ＤＶ

及び児童虐待等の人身の安全を早急に確保す

る必要がある事案に、的確に対処するための

体制を強化いたしました。

刑事部は、刑事企画課等５課１所で構成し

ております。

刑事部では、悪質・重要犯罪等の徹底検挙

への取組や暴力団等組織犯罪対策などを推進

しております。

今春の組織改編により、架空請求詐欺や還

付金詐欺等の特殊詐欺の捜査を一層推進する



- 5 -

ための体制を強化いたしました。

交通部は、交通企画課等４課２隊で構成し

ております。

交通部では、交通事故抑止に向けて、高齢

者の交通事故防止対策、交通安全意識の高揚、

交通事故分析に基づく効果的な交通取締りの

強化等の取組を推進しております。

今春の組織改編により、道路交通法の改正

に伴う高齢運転者の臨時適性検査等に適正に

対処するための体制を強化いたしました。

警備部は、警備第一課等２課１隊で構成し

ております。

警備部では、災害・テロ等突発重大事案対

策を中心とした取組を推進しております。

今春の組織改編により、２０２０年の東京

オリンピック開催等を見据え、我が国を取り

巻く国際情勢の変化に対応するための体制を

強化いたしました。

説明資料の３ページをお開きください。

警察署は、１５署でございます。

説明資料４ページから１２ページにかけま

しては、ただ今申し上げました警察本部所属

５部２４課１所３隊１室及び警察学校の分掌

事務を掲載しております。御参照ください。

大分県警察の組織概要につきましては、以

上のとおりでございます。

田原会計課長 平成２９年度当初予算の概要

について、御説明いたします。

お手元の文教警察委員会資料の１３ページ

をお開き願います。

平成２９年度当初予算における警察費の総

額は、左上欄外に記載のとおり２７４億４，

３９６万５千円でございます。

目別に御説明いたします。

まず、公安委員会費、予算額は８２７万１

千円でございます。

事業名、委員報酬６７８万円につきまして

は、公安委員３人の報酬、その下の公安委員

会運営費１４９万１千円は、公安委員及び事

務局職員の旅費等、公安委員会の運営に要す

る経費でございます。

次に、警察本部費、予算額は２２１億６，

２７４万８千円でございます。

事業名、給与費２０７億１，７８０万９千

円につきましては、警察職員２，４３７人に

対する給料、手当等の人件費でございます。

その下の警察運営費１４億４，４９３万９

千円は、右側の説明欄に記載のとおり、公益

財団法人大分県交通安全協会に対する交通安

全活動推進事業費補助など各種団体に対する

補助金や職員に対する児童手当、警察官等に

貸与する被服の調製費などでございます。

次に、装備費、予算額は３億５，０２２万

１千円で、事業名は警察装備費のみでござい

ます。

右側の説明欄一番上のヘリコプター資機材

等整備事業費９，３５４万５千円につきまし

ては、ヘリコプターの４００時間特別点検等

の経費でございます。

以下、車両等の維持修繕費や燃料費、装備

備品の購入費などでございます。

１４ページをお開き願います。

警察施設費、予算額は３０億２，３２８万

４千円でございます。

事業名欄一番上の鑑識科学センター整備事

業費４億３，４９６万１千円につきましては、

平成２９年度から３０年度の２か年で行う庁

舎建設に要する経費のうち、初年度となる平

成２９年度分の経費でございます。

その下、大分東警察署整備事業費１２億３，

５４０万６千円は、平成２８年度から２９年

度の２か年で行う庁舎建設に要する経費のう

ち、最終年度となる平成２９年度分の経費で

ございます。

その下、交番・駐在所建設費１億１８３万

７千円は、交番・駐在所統合再編計画に基づ

くもので、坂ノ市地区の５駐在所を統合して

新たに交番を新設するとともに、佐賀関幹部

交番を廃止して二人勤務態勢の駐在所を新設

するために要する経費でございます。

その下、警察施設改修費２，１８１万３千

円は、経年劣化が著しい警察施設の改修に要

する経費でございます。

その下、交通安全施設整備費７億６，８６
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７万８千円は、交通管制機能の充実や信号機

の新設・更新等交通安全施設の整備に要する

経費で、補助事業費が５億２，４３７万６千

円、単独事業費が２億４，４３０万２千円で

ございます。

その下の高齢者交通安全環境整備事業費５，

０１９万８千円は、高齢者の歩行中の事故が

多発している県下４２地域と病院やスーパー

など、高齢者の利用頻度が高い施設の周辺を

対象とした高齢者に優しい交通環境の整備に

要する経費でございます。

その下、交通安全施設維持管理費３億７，

２６４万７千円は、交通信号機等の電気料、

回線専用料及び保守管理委託料等の交通安全

施設の維持管理等に要する経費でございます。

その下の警察庁舎等維持修繕費３，７７４

万４千円は、警察署、交番、駐在所等の修繕

等に要する経費でございます。

次に運転免許費、予算額は５億９，８３９

万２千円で、事業名は自動車運転免許事務費

のみでございます。

右側の説明欄一番上の認知症等早期発見支

援事業費８７８万１千円につきましては、高

齢者の交通事故防止を図るため、運転免許更

新時等に認知症などの運転者を早期に発見し、

医療機関への受診勧奨等、より的確な対応を

行えるよう、保健師を新たに非常勤職員とし

て１名増員し、３名の保健師――いずれも非

常勤職員ですが、運転免許センターに配置す

るために要する経費でございます。

以下、更新時講習業務委託料等、運転免許

業務に要する経常的な経費でございます。

次に、恩給及退職年金費、予算額は４，４

８１万６千円で、事業名は警察恩給費のみで

ございます。

これは、昭和３７年１１月以前に退職した

警察職員及びその遺族、合計４７人に対して

支給するものであります。

次に、警察活動費、予算額は１２億５，６

２３万３千円でございます。

事業名欄一番上の特殊詐欺被害防止総合対

策事業費２，５７３万２千円につきましては、

高止まりの状況にある特殊詐欺被害を防止す

るため、これまでの高齢者に対する被害防止

対策に加え、注意喚起を促す動画や詐欺の手

口とその対処法を記載したＰＯＰの製作等に

要する経費でございます。

その下の一般警察活動費５億２，６７３万

８千円でございます。

右側の説明欄一番上の子供見守り街頭防犯

カメラ設置支援事業費５００万円につきまし

ては、安全で安心な暮らしを守るため、県内

の自治会や自主防犯団体などが、子どもの通

学路等に防犯カメラを設置する場合に、その

必要額の２分の１を補助するために要する経

費でございます。

その下の防犯ボランティア連携強化事業費

２６８万１千円は、自主防犯パトロール隊活

動の活性化を図るとともに若い世代の参加を

促すために要する経費でございます。

その下、地域防犯力強化育成事業費２，１

０６万７千円は、少年非行やいじめ防止等の

対策を強化するため、スクールサポーター８

名を県内８ブロックの拠点警察署に継続配置

するために要する経費などでございます。

その下、空き交番・県民安全相談対策事業

費６，３２８万円は、空き交番の解消とパト

ロールの強化を図るため、交番相談員２０名

を、また、警察安全相談への適切な対応を図

るため、警察安全相談員８名を、それぞれ継

続配置するために要する経費でございます。

その下、装備資器材等充実強化費８，５４

６万７千円は、捜査用資器材等の整備に要す

る経費でございます。

その下、災害対策用資機材等整備事業費６，

１５４万円は、昨年４月に発生した熊本地震

の検証結果等を踏まえ、早期の情報収集及び

人命救助等の警察活動を迅速かつ効果的に行

うための装備資機材の整備等に要する経費で

ございます。

１５ページにまいりまして、説明欄一番上

の被害者支援事業費７２２万９千円は、公益

社団法人大分被害者支援センターに犯罪被害

者等に対する相談・支援事業及び講演会等の
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開催事業を委託するものでございます。

以下、電話専用料等通信運搬費、旅費、留

置人賄料等につきましては、一般警察活動に

要する経常的な経費でございます。

次に、刑事警察費２億６，０３２万５千円

でございます。

右側の説明欄一番上の捜査支援システム整

備事業費５，９３８万８千円につきましては、

通過する自動車のナンバーを自動的に読み取

り、手配車両のナンバーと照合する自動車ナ

ンバー自動読取システムの機器リース料、回

線料及び電気料等の維持管理に要する経費で

ございます。

その下の少年非行防止活動推進事業費７３

６万３千円は、少年補導員への謝金やシンナ

ー検知器の購入費等、青少年の非行防止活動

に要する経費でございます。

以下、報償費、旅費等につきましては、刑

事警察活動に要する経常的な経費でございま

す。

次に、交通指導取締費４億４，３４３万８

千円でございます。

右側の説明欄一番上の高齢者交通事故防止

総合対策事業費５４１万８千円につきまして

は、高齢者の交通事故防止を図るため、歩行

中の事故多発エリアでの反射材の配布や訪問

指導、高齢運転者に対する安全運転教育を行

うとともに、運転免許の更新を６か月前に控

えた高齢運転者に対し、高齢運転者が起こし

やすい交通事故の特徴や運転免許の自主返納

制度に関する情報を郵送する、まごころ宅配

便事業を行うために要する経費でございます。

その下、１１０番通信指令システム管理事

業費１億３，１５７万７千円は、１１０番通

信指令システムのリース料でございます。

その下、交通事故総量抑止対策推進事業費

６８２万１千円は、交通事故多発地域等にお

ける街頭啓発活動や速度違反取締装置による

交通指導取締りを行うとともに、安全運転管

理者選任事業所や大分県老人クラブ連合会等

を一般ドライバーの模範となるロードリーダ

ーに指定し、交通安全の広告塔としての役割

を与え、県民の交通安全意識の高揚を図るみ

んなの事故ゼロ街づくり運動を行うために要

する経費でございます。

その下、交通事故抑止強化対策推進費６８

６万３千円は、交通事故防止に向けた啓発活

動用の反射材の購入や若年運転者に対する体

験型講習の開催等に要する経費でございます。

その下、自動車保管場所申請ワンストップ

サービス推進事業費８，３５２万２千円は、

自動車の購入時に必要な行政機関の一連の手

続をインターネットで行うワンストップサー

ビスのシステムの整備に要する経費でござい

ます。

その下の違法駐車対策推進事業費４，５９

５万９千円は、放置駐車違反管理システム機

器等の借り上げ及び放置駐車違反車両の確認

と確認標章の取付けに関する事務の委託等に

要する経費でございます。

以下、報償費、旅費等につきましては、交

通警察活動に要する経常的な経費でございま

す。

以上で、平成２９年度当初予算概要につい

て説明を終わります。

元吉委員長 以上で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見等

ございませんか。

阿部委員 最後に田原課長から説明いただい

たんですが、私は先ほど自己紹介で申しまし

たけど、２回目なんですよ。そういうことで

ちょっとお聞きしたいんですけど、２９年度

の予算が出ているんですが、ほかの委員会の

ときは何％減とか増とか、２８年度との対比

で審議がされるんですが、ただ、ばっと言わ

れたんでは、昨年、委員会に来ていない人、

継続している者はほとんどないんで、そこの

ところはどうなんですか。警察は従来からこ

ういう方法でやっているんですか。要するに、

増減があんまりないんで、従来からこの方法

でやられておるということで理解していいん

ですか。

田原会計課長 そのとおりでございます。当

該年度のみの御説明を従来からさせていただ
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いております。

阿部委員 どうですか、これから。やはりそ

ういう比較論じゃないとよくつかめないんじ

ゃないかと思うんですけどね、私どもも。

田原会計課長 分かりました。検討させてい

ただきたいと思います。

元吉委員長 貴重な御意見なんで、よろしく

お願いしたいと思います。

ほかに御意見ございませんか。

藤田委員 １個質問。交通死亡事故の抑止の

関係でちょっと気になっているのが、この間、

私の知り合いが別府一の宮線で由布岳の下ぐ

らいを走っているときに、対向車がはみ出し

てきて、あわや正面衝突になりそうだったと。

ドライバーが外国人の方だったそうなんです

ね。

今日の新聞でも、レンタカーの外国人の利

用が本県で３５５件とありましたが、今やっ

ぱり個人で来られている方、海外のお客さん

がレンタカーを借りて車で移動されている方

が結構多いんですね。特に右側通行の習慣を

持っている韓国の方が一番多いようなんです

けれども、そういった外国人ドライバーによ

る事故の発生というのは、今どうなんでしょ

う。状況があるのかどうかということと、対

策として、昨日の新聞でしたかね、標識に英

語表記を付けるというのが出ていましたけれ

ども、これからラグビー・ワールドカップだ

とか含めて、個人で車を運転する海外からの

お客様というのは増えてくるような気がする

ので、そういった視点での対策がもしほかに

もあればお伺いしたいと思います。

渡邉交通部長 最初に、標識の外国語表記の

関係なんですけれども、やはりワールドカッ

プを控えて必要ということで、県内に一時停

止の標識が約１万２千ほどあるんですけれど

も、来年度から計画的に整備していこうとい

うことで今計画を進めているところです。

横山交通企画課長 外国人の事故の発生状況

でございます。特に外国人全体での統計は今

のところ取ってはいないんですけれども、一

応留学生の関係で取っているところによりま

すと、現段階では極端にこれで増えていると

いう状況にはございません。

松坂警察本部長 ちょっとよろしいでしょう

か、私から補足をさせていただきます。

外国人ということで特に統計があるわけで

はないんですが、私の記憶で申し上げますと、

昨年、韓国人の旅行者の方がレンタカーを運

転していて大変大きな事故がございました。

幸いにして死者は出なかったんですが、７人

の方が命に関わるような大けがをされたとい

うような事故がございました。

こういったこともありましたので、レンタ

カー会社に対して、外国人の方にレンタカー

を貸すときに、日本においてはどういったと

ころで運転に注意しなければいけないか、し

てほしいということを書いた外国語のチラシ

を昨年配布しまして、そういったものを外国

人のレンタカーを借りる方にお渡しして注意

を促すようにしてございます。

全体として、もちろん外国人の観光客は大

変増えておりますので、引き続き対策も採っ

ていきたいと考えております。

藤田委員 町なかで車が前の車に付いて走れ

る環境のときにはないと思うんですけれども、

通りの少ないところの正面衝突というのが、

一番重大事故というのにつながりかねないな

という気がしたもんですから、そういった視

点での対策を引き続きよろしくお願いいたし

ます。

森委員 １３ページの警察運営費の上から三

つ目の山岳遭難対策事業費補助ですけれども、

昨年の一般質問でも、安全な登山に関するこ

とに関して質問させていただきました。

１２日ですから、おとといですか、山梨県

で登山の安全に関する検討委員会が知事が主

導して立ち上がったというような話があって

おります。

岐阜県においては、登山届を出さずに登山

して遭難した方に関して罰則規定が初めて適

用されたという状況もあるようです。

昨年質問させていただいた件に関して、そ

の後、警察本部の中で、全国的な先ほどの事
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例も含めて、どういった検討をされたかどう

かだけ１点教えていただきたいと思います。

江熊生活安全部長 申し訳ありません。今、

昨年の質問に対する検討ということに関しま

して、ちょっと私、準備していませんので…

…。

石本地域課長 山岳遭難事故の届出に関して、

まず、私どもで今までやってきたものは、届

出のボックスを緒方町の尾平鉱山入り口に一

つ余分に追加したということを今年２月に実

施しております。

そのほか、今年４月には、登山シーズンに

向けて県警の広報誌に登山届を出すようにと

いう広報の呼び掛けを現在実施しているとこ

ろでございます。

森委員 山梨県の事例も含めて、今後、県警

でもできれば検討をお願いしたいと思います。

これもまた相談させていただきます。

元吉委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 委員外議員の志村議員、桑原議

員いいですか。

志村委員外議員 北朝鮮問題が現実味を帯び

てくると困るわけですけれども、そういう議

論もしなくちゃいけない時期に来ているのか

なと思うんですよね。

これは国の所管事項ではあるものの、やは

り県内の治安ということを考えると、どうシ

ミュレーションしていくのか、あるいは対策

を採るのかということも大きな課題の一つと

して取りまとめるという方向も必要じゃない

かなと思っております。それをどのように進

めていきたいと思っているのか、あるいはど

ういう予定であるのか、その辺ちょっとお聞

かせいただき、また是非お取り組みいただき

たいと要請したいと思います。

原田警備部長 北朝鮮のミサイル等の発射に

つきましては、現在、事前にその情報が与え

られた時点、若しくは発射の際に県警として

体制を立ち上げまして、それらの落下とか、

そういう関連情報の収集、若しくは発生した

場合の立入禁止制限、避難等の措置について

の対策を実施しているところでございます。

ただ、今、議員の言われたような具体的な

個々のシミュレーション等については、まだ

至っていないという状況でございます。

志村委員外議員 国民に対して知らせるとい

う方法も何か考えた方がいいんじゃないかと

思うんですけれどもね。よくサイレンが鳴り

ますよね。実は委員長も前から言っているん

ですけれども、サイレンの種類で、大変な危

機だとか、あるいは氾濫とか、あるいは何か

そういうのを決定するような一つのものがあ

ると、いつもと違うなと、テレビ付けてみよ

うと、あるいはニュース見なくちゃいけない

なと、そういう方法を何かやるということも、

まずは必要かなと思っておりますので、基本

的な計画を是非お取り組みいただきたいとお

願いをしたいと思います。

原田警備部長 是非その分を検討させていた

だきたいと思います。

なお、私は以前、県に出向しておりました

けれども、ミサイルが横断する場合等につき

ましてはＪアラートとかで総務省等から情報

提供がなされておりました。

元吉委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかに質疑もないようですので、

これをもちまして平成２９年度の行政組織及

び重点事業等を終わります。

以上で予定されていた案件は終わりました

が、この際、ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 別にないようでありますので、

これをもって警察本部関係を終わります。

執行部の皆さん、どうもお疲れさまでした。

〔警察本部退室、教育委員会入室〕

元吉委員長 それでは、これより教育委員会

関係の説明に入ります。

説明に入る前に、本日は初めての委員会で

もありますので、まず私から御挨拶を申し上

げます。
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〔元吉委員長挨拶〕

元吉委員長 では、委員の皆さんから自己紹

介をお願いします。

〔委員自己紹介〕

元吉委員長 また、本日は委員外議員として、

志村議員、桑原議員に出席いただいておりま

す。

よろしくお願いします。

次に、事務局職員を紹介します。

議事課の木付君です。（起立挨拶）

政策調査課の後藤君です。（起立挨拶）

それでは、続きまして執行部の自己紹介を

お願いします。

〔工藤教育長挨拶〕

〔幹部職員自己紹介〕

元吉委員長 ありがとうございました。

それでは、教育委員会関係の平成２９年度

の行政組織及び重点事業等について、執行部

の説明を求めます。

宮迫理事兼教育次長 平成２９年度教育委員

会組織等の概要についてでございます。

お手元の文教警察委員会説明資料の１ペー

ジをお開きいただきたいと思います。

１の教育委員会でございますが、教育長と

５名の教育委員による合議制の執行機関とな

っております。教育の政治的中立性、継続性

・安定性の確保に意を用いつつ、他方で総合

教育会議等の仕組みが設けられた趣旨を踏ま

え、知事部局との連携を図ってまいります。

委員会会議の開催に当たりましては、議案

のみならず協議・報告事項を設定し、率直な

意見交換を行うなど、委員会の活性化に努め

ております。また、学校現場や市町村教育委

員会の実情把握、課題認識の共有等をしっか

りと図りながら、教育行政の推進に取り組ん

でまいります。

次に、２の事務局等の組織でありますが、

本庁においては、総務・改革、学校教育、社

会教育の各部門担当次長の下、教育改革・企

画課以下１２課１室をもって所管事務を分掌

しております。

本年度の組織改正においては、５番目にあ

ります学校安全・安心支援課を新設いたしま

した。福祉や警察等の関係機関との連携強化

など、大分県版「チーム学校」につながる体

制づくりを進めるとともに、学校をプラット

フォームとした子どもの貧困対策、いじめ・

不登校対策や、学校防災等の危機管理体制を

充実など、学校の安全・安心に係る業務を一

元的に進めてまいります。

次に２ページの上段に記載しております地

方機関につきましては、教育事務所６か所の

計６施設となおります。

その下の教育機関でございますけれども、

埋蔵文化財センターを教育機関として位置付

けました。社会教育総合センターを廃したこ

とに伴って、青少年の家を教育機関として独

立設置したこともありまして７施設となって

おります。

これら教育委員会事務局等の職員数は、４

月１日現在で３８４名でございます。

次に、３の県立学校でございます。昨年度

中に別府青山高等学校、別府羽室台高等学校

及び津久見高等学校海洋科学校の３校を閉校

するとともに、海洋科学高等学校を新設いた

しました。これにより平成２９年度の欄に記

載しておりますように、高等学校が本校３８

校と分校３校、特別支援学校が本校１４校と

分校２校、中学校が１校の合計５８校となっ

ております。

その下の４の市町村立学校でございますが、

本年度は小学校が本校２５５校と分校３校の

計２５８校、中学校が本校１２２校と分校２

校の計１２４校、義務教育学校――これは新

しくできました大分市の碩田学園でございま

すが１校、小・中・義務教育学校合わせて計

３８３校となっております。

以上の組織体制の下、大分県の教育の振興

を図ってまいります。

能見教育改革・企画課長 平成２９年度の大

分県教育委員会の重点方針について御説明申

し上げます。

説明資料３ページをお開きください。

昨年度からスタートいたしました「教育県
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大分」創造プラン２０１６の基本理念を踏ま

え、重点方針のテーマを「教育県大分」の創

造に向けてといたしまして、大きく２本の柱

を設けております。

一つ目の柱、子どもの力と意欲の向上に向

けた組織的な取組の推進につきましては、大

きく２点に分けております。

１点目は、大分県版「チーム学校」実現プ

ランを踏まえ教育水準の向上を図るというこ

とで、同プランの各論部分に当たる教育水準

向上に向けた取組の柱立てに沿って、学校マ

ネジメントの深化、授業改善の徹底、体力向

上の推進・健康課題への対応、いじめ・不登

校対策等の推進につきまして主な取組を整理

しております。

２点目は、先ほど御説明した学校安全・安

心支援課の新設を念頭に置いたものでござい

ます。学校の安全・安心対策の充実・強化を

図るということで、子どもの貧困対策、いじ

め・不登校対策、学校防災等危機管理につき

まして主な取組を整理しております。

二つ目の柱が地域を担う人づくりと活力あ

る地域づくりの推進でございます。

まち・ひと・しごと創生大分県総合戦略を

踏まえ、教育、文化・スポーツ面から地方創

生に向けた取組を進めてまいります。

人づくりの面では、次代の地域産業を担う

人材育成や国際交流活動などを通じたグロー

バル人材の育成に取り組んでまいります。

地域づくりの面では、真に選ばれる地域の

高校づくりの推進、社会教育を通じた地域コ

ミュニティの再構築や文化・スポーツの振興

による地域活性化に取り組んでまいります。

次の４ページでは、「教育県大分」創造プ

ラン２０１６の八つの基本目標に沿って各分

野ごとの重点項目を整理しております。

この重点方針の下、教育の実を上げられる

よう、全力を尽くしてまいります。

森﨑教育財務課長 平成２９年度教育委員会

の当初予算及び主要事業の概要について御説

明します。

説明資料の５ページをお開きください。

表の下から３段目に二重線で囲んでおりま

すが、教育委員会の平成２９年度当初予算額

は、右から３列目にありますように１，１４

１億２，１４８万９千円です。

これを右隣の平成２８年度当初予算額と比

較しますと、右端の欄にありますように３億

２，７７３万２千円、率にしますと０．３％

の増となっています。

内訳はその下にありますとおり、事業費が

約７億８千万円、率にして５．５％の増とな

る一方、人件費が約４億５千万円、率にして

０．５％の減となっております。

事業費の増は、埋蔵文化財センターの移転

完了で約６億６千万円の減額となる一方で、

県立スポーツ施設の工事が本格化することに

より、約１４億円の増額となることが主な要

因です。

人件費の減は、教職員数の減などに伴うも

のでございます。

それでは、主要事業の概要について、担当

課室長から説明いたしますので、よろしくお

願いします。

法華津教育人事課長 平成２９年度教育委員

会の主要事業の概要について御説明します。

説明資料の６ページを御覧ください。

事業名欄一番上の研究研修費１，２４３万

５千円です。

この事業は、教職員の資質能力の向上を図

るため、教育現場の実践的課題についての調

査研究や教職員の経験段階に応じた研修等を

実施するものです。

なお、教育公務員特例法の一部改正に伴い、

本年度から、県内の教員養成大学等との協議

を通じて、教員の資質向上に関する指標を定

めるとともに、指標を踏まえた教員研修計画

を策定することとしております。教職員のキ

ャリアステージ全般を通じた総合的かつ体系

的な人材育成策を講じるとともに、大学等と

の連携により、教員の資質能力の向上を目指

したいと考えております。

森﨑教育財務課長 続きまして、事業名欄２

番目の県立学校施設整備事業２９億５，２７
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８万４千円です。

この事業は、教育環境の改善と施設の長寿

命化を図るため、大分舞鶴高校など１５校の

大規模改造工事等を実施するものです。

新規事業といたしまして、地域農業の振興

と地域の活性化を担う若手リーダーの育成に

向け、三重総合高校久住校に、県内農業系高

校の生徒のための研修拠点施設を整備するこ

ととし、３１年度の開設を目指します。

中村福利課長 では、続きまして事業名欄３

番目の職員厚生費１億４，４９１万４千円で

す。

この事業は、教職員等の福祉の増進と健康

の保持を図るため、相談員による職務や生活

に関する巡回相談に加え、人間ドックなど各

種健康診断やメンタルヘルス対策等を実施す

るものです。

なお、別府豊泉荘の耐震補強工事が４月７

日に竣工し、５月１日からリニューアルオー

プンする予定としております。宿泊棟の改修

も併せて行っており、快適な御旅行、保養を

いただけますよう準備しておりますので、委

員の皆さまにも御利用していただきますよう、

よろしくお願いします。

宗岡学校安全・安心支援課長 事業名欄４番

目のいじめ・不登校等未然防止対策事業１億

７，７４７万８千円です。

この事業は、地域不登校防止推進教員の配

置等により、いじめや不登校など児童生徒の

問題行動の未然防止を図るものですが、市町

村が策定した不登校対策プランに基づき決定

した拠点中学校１９校に加え、新たに、小学

校３校に地域不登校防止推進教員を配置し、

増加傾向にある小学校の不登校出現率の低減

に向けた対策を充実することとしております。

次に、その下、事業名欄５番目の不登校児

童生徒支援体制整備事業１，６６９万７千円

です。

この事業は、県教育支援センター「ポラン

の広場」に、アウトリーチ（訪問）型の相談

や学習支援を行う教育相談員と学習支援員を

配置するなど、その機能を強化し、不登校児

童生徒の早期の学校復帰を支援するものです。

また、爽風館高校において大学生を活用し

た夜間補充学習教室等を併せて実施すること

としております。

米持義務教育課長 事業名欄６番目の中学校

学力向上対策支援事業２億９，３０３万３千

円です。

この事業は、中学生の思考力・判断力・表

現力及び学びに向かう力の向上を図るため、

組織的な授業改善による新大分スタンダード

の徹底、学校規模に応じた教科指導力向上の

仕組みの構築、生徒と共に創る授業を推進す

べく、中学校学力向上対策３つの提言の徹底

に向け、人的支援及び指導支援を行うもので

す。

今年度は、新たに推進重点校を８校指定し、

習熟度別指導推進教員を重点的に配置するな

ど、学力向上に取り組む市町村への支援を充

実することとしております。

なお、今月１８日に全国学力・学習状況調

査及び２６日に県学力定着状況調査を予定し

ております。結果は第３回の本委員会にて報

告させていただくよう予定しております。

後藤特別支援教育課長 事業名欄７番目の小

中学校特別支援教育充実事業３，９６０万６

千円です。

この事業は、特別支援学校までの距離が遠

く、通学が困難な地域にある小中学校におい

ても特別支援学校と同等の教育を実施できる

よう、特別支援学校の教員をサテライトコー

ディネーターとして派遣し、インクルーシブ

教育システムのモデルとなる取組を進めるも

のです。

佐伯市に６校、国東市に３校、九重町に１

校、玖珠町に３校の、通学に７０分以上要す

る遠距離地域にある小中学校にサテライトコ

ーディネーターを５名派遣し、個別の指導計

画の作成支援や共同授業などを実施すること

しております。

姫野高校教育課長 事業名欄８番目の地域の

高校活性化支援事業２千万円でございます。

この事業は、地域の高校が地元に信頼され
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選ばれる学校となるよう、外部講師の活用な

どの学力向上に資する取組に加え、地域住民

等との連携による魅力・特色ある学校づくり

につながる取組を実施するものでございます。

昨年度指定した１１校に加え、今年度は５

校程度を新たに指定し、地域との連携による

魅力化・特色化プロジェクトを推進すること

としております。

阿南社会教育課長 事業名欄９番目の「協

育」ネットワーク連携促進事業７，６８９万

４千円です。

この事業は、子どもの学力向上と豊かな心

を育成するため、放課後や土曜日を活用した

学習活動や体験活動などに取り組む市町村を

支援するものです。

今年度は、これまで活動のなかった校区に

おいて活動の立ち上げなどを支援する統括ア

ドバイザーを新たに１６名配置し、土曜アク

ティブ交流教室や中学生学び応援教室などの

充実を図ることとしております。

樋口人権・同和教育課長 説明資料の７ペー

ジをお開きください。

事業名欄１０番目の人権教育連携推進事業

１２３万４千円です。

この事業は、児童生徒の人権に関する知的

理解の深化と人権感覚の高揚並びに人権尊重

に向けた行動力の育成を図るため、小・中学

校及び高等学校の各指定校が連携し、子ども

の発達段階に応じた体系的な指導方法を確立

するための調査研究を実施するものです。

なお、昨年１２月に部落差別の解消の推進

に関する法律が施行されました。法の周知理

解と深化を図り、小学校から高校まで系統性

のある人権学習を推進してまいります。

佐藤文化課長 事業名欄１１番目の豊の国埋

蔵文化財魅力発信事業５８３万８千円です。

この事業は、来週４月２２日に移転オープ

ンする埋蔵文化財センターを活用し、埋蔵文

化財の展示などを通して、大友宗麟による南

蛮貿易やキリシタン文化など国際色豊かな大

分の歴史・文化の魅力を内外に発信するもの

です。

別途お手元にパンフレットをお配りしてお

りますので、後ほどゆっくりと御覧いただけ

ればと思っております。

井上体育保健課長 事業名欄１２番目のスク

ールヘルスアップ事業３０５万６千円です。

この事業は、児童生徒の肥満傾向の改善・

予防を図るため、推進地域のモデル校に栄養

教諭を配置し、学校と地域が一体になって食

習慣・生活習慣の改善と運動習慣の定着に向

けた取組を実施するものです。

山上屋内スポーツ施設建設推進室長 事業名

欄１３番目の県立スポーツ施設建設事業１４

億６，９９２万２千円です。

この事業は、武道競技を中心として多目的

に活用できる屋内スポーツ施設を、ラグビー

ワールドカップのホスピタリティ施設などと

しても活用できるよう、３１年４月の完成に

向けて整備を行うものです。

施設の本体工事等を進めるほか、模型等を

活用した県内紹介展などの広報活動を通じて、

竣工に向けた機運の醸成を図ることとしてお

ります。

スケジュールについて、簡単に説明いたし

ます。

既に、建設工事現場周辺に囲い込みフェン

スや現場事務所を設営しております。

また、松岡を始めとする４校区の住民を対

象に、工事の計画、施設の概要等の説明会を

実施したところです。

４月５日に起工式が終了し、いよいよ５月

から基礎工事に取り掛かり、く体工事・屋根

・外壁工事といったスケジュールで工事が進

んでまいります。

平成３１年４月１７日の竣工を予定してお

り、同年９月に始まるラグビーワールドカッ

プに向け、万全な準備が可能な計画となって

おります。今後、計画どおり建設工事を進め

られるよう、引き続き関係機関と連携を図り

ながら進捗管理等を行ってまいります。なお、

施設の利用や管理等の方針、施設の名称など

ソフト面の整備についてもこれから本格的に

検討を行ってまいります。
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以上で、教育委員会の平成２９年度当初予

算における主要事業の概要についての説明を

終わらせていただきます。

元吉委員長 ありがとうございました。以上

で説明は終わりました。

これより質疑に入ります。質疑、御意見な

どはございませんか。

阿部委員 私ども委員会は１年間だとは思う

んですが、可能な限りこれから、是非お願い

したいのは、ほか何校とか予算の振り分けの

中で、例えば２番目の県立学校施設整備事業、

舞鶴高校ほか１５校と。そのほか１５校とい

うのはどことどこなのかと。参考資料の後ろ

の１からずっとあるんかなと思って見たんだ

けど、それが載っていないんで、これはちょ

っと無理だろうなというところは結構ですが、

できるだけそこのところは詳細に分かるよう

に。

なぜこう言うかというと、予算特別委員会

でもそう言ったんですが、私ども議員は各地

域から出てきているんですよね。そうすると、

その地域にそういう一つの事業があると、よ

り一層関心持つんですよね。そこの部分はど

ういう進捗状況かとかですね。これはしよう

がないことなんですよ、いろんなことで。そ

ういう意識は高めていかなきゃいかんと思い

ますので、是非そういうところでですね。こ

の人数の中では、全然ないところもあるかも

しれませんが、そういう取組を是非お願いし

たいなと。

ここをずっと聞いていまして、２か所ぐら

いはそういうことができるんかなと思います

ので、どうでしょうか、そこのところよろし

ゅうございますか。委員長、委員会として是

非それを。

森﨑教育財務課長 先ほど、それ以外にも舞

鶴、上野とかあるんですけど、今後はそうい

う資料を作らせていただきます。

元吉委員長 お手数ですけれども、別途資料

でも構いませんので、是非付けていただいて、

参考にさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いします。

馬場委員 １点だけ、６ページのいじめ・不

登校等未然防止対策事業と、それから不登校

児童生徒支援体制整備事業ということで出て

いるんですけど、宇佐で起きた事件がありま

したけれども、引き籠もりであったという、

僕は新聞報道しか見ていないんですけれども、

そういう報道がなされておりました。

小学校、中学校、高校と、不登校の子ども

たちの中で、例えば３０日以上という基準は

あると思うんですけれども、現実に、例えば

引き籠もりでずっと行ったときに、高校を出

ると、もう１８歳を過ぎると全く関知できな

いような状況になってくるんですけど、そう

いう引き籠もりの状態にある小・中・高校の

現状というのはお分かりになるか教えていた

だきたいのと、小・中・高の連携といいます

か、そういう状況の部分を連携するというと

ころがとても大切かなと。もっといえば、１

８歳過ぎたら教育委員会を離れて、学校を離

れて福祉との関係とかにもなってくると思う

んですけど、そういう状況というのは連携が

大事じゃないかなと思うんですけど、現状と

しては、今、県内ではそういう事例はないの

かな、どうなのかなと思うんですけど。

宗岡学校安全・安心支援課長 今、委員が言

われた不登校の児童生徒の数ですけれども、

３０日以上という不登校の定義がございまし

て、小学校におきましては、現在、平成２７

年の数字しか持ち合わせておりませんけれど

も３０９名。中学校におきましては８８５名。

小学校、中学校合わせまして１，１９４名と

いう状況であります。

９０日以上になりますと、小学校で１３２

名、中学校で５６１名、そして県全体では６

９３名という数です。

おっしゃるとおり、小・中・高校が連携を

していくということが重要だと思いますけれ

ども、自治体によっては個別の支援ファイル

というものを小学校、あるいは幼稚園から作

って、その子どもの状況を校種でつなげてい

くということも進めているところもございま

す。
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馬場委員 その引き籠もりの状態になってい

る状況が現状としてあるのかどうかですね。

そこのところの対応というか、取組というの

もとても大変かなと思うんですけど。

宗岡学校安全・安心支援課長 今年の事業と

しまして、完全に不登校・引き籠もりになっ

ている生徒、中学生と高校生を対象に、爽風

館高校の夜間を利用しまして、大学生を講師

として夜間の補充学習をすると。あるいは、

県教育支援センター「ポランの広場」と市町

村の適応指導教室、支援センターですけれど

も、それとフリースクールの連携を図って、

県の青少年の家を利用して２泊３日で合宿を

するとか、そういったところで少し大人等と

触れ合いながら社会性の向上も図るといった

事業も展開する予定にしております。

吉冨副委員長 ６ページの予算概要の３、職

員厚生費の件なんですけれども、先ほど中村

課長の説明では、各種健康診断、メンタル等

の実施をしっかりしていくということなんで

すけれども、職員の人件費等が４億５千万円

マイナスということは、多分人間でいえば５

０人近くの方が減っているというような形に

なるのかなと。よく分かりませんけど、それ

ぐらいになるかと思っているんですけれども、

そういう中で、この職員厚生費が４００万円

ほどアップされております。何か先生方でや

はりメンタル的なものとかで休職しているよ

うな方々が増えてきているのか、そういうと

ころをまず１点教えてください。

中村福利課長 昨年度から職員厚生費を増額

しておりますのは、実は職員の健康支援シス

テムというものがありまして、それの更新時

期になっております。そのためのシステムの

導入費が約４６０万円増加になっております。

そのための費用です。

メンタル関係での休職者は、ここ数年は減

っております。平成２７年では、メンタルが

小・中・県立高校合わせて、精神関係で５４

名休職しておりましたけれども、平成２８年

は５２名と２名減少しております。ピークと

いいますか、一番最近で多かったのが平成２

１年ですけど、このときは８８名いらっしゃ

いました。しっかり未然予防をやっていきた

いと思っております。

吉冨副委員長 今、２８年が５２名というこ

となんですけれども、小・中・高での先生方

のメンタル関係での休職の人数を教えてくだ

さい。

中村福利課長 小学校が２０名、中学校が１

６名、高校が１６名、合わせて５２名です。

吉冨副委員長 先生方が大変忙しいというこ

とで、もうパニックというわけじゃないんで

すけど、夜、家に帰ってまで仕事をしている

ということを私の地元でもよく伺うんです。

そういう中で、どうしても心の弱いというわ

けではないんですけれども、モンスターペア

レント、保護者の関係とか、そういうもので

も対策がしっかり今後できるのかとちょっと

心配しているんですが、そういう面では教育

委員会ではどのように取り組んでいるんでし

ょうか。

法華津教育人事課長 現在、国を挙げて働き

方改革についての議論が行われておりまして、

教職員の勤務実態改善に向けて、学校現場に

おける業務の適正化も求められております。

県教育委員会では、芯の通った学校組織に

よる組織的課題解決にも学校全体で努め、ス

クールカウンセラーやスクールソーシャルワ

ーカーなどの専門人材の配置、部活動におけ

る外部指導者の活用など、チーム学校の体制

整備を進めているところであります。

併せまして、定時退庁日の設定や研修・会

議等の縮減、県教委からの調査文書の見直し、

部活動における休養日の徹底など、教職員一

人一人の負担軽減にも取り組んでいるところ

であります。

また、年２回のストレス診断を昨年度から

学校ごとに集計・分析し、きめ細かに職場環

境の改善につなげまして、全ての学校で作成

する勤務実態改善計画に反映させる新たな取

組もスタートさせました。

このような学校の組織体制の充実や職場環

境の改善を通じまして、教職員の負担軽減を
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図ってまいりたいと考えております。

吉冨副委員長 先生というのは子どもたちの

目から見たときには大変偉大なというか、僕

たちも子どものときはそういう目で見ており

ました。ですから、そういう中で先生方が体

調を崩すとか、何か奇異な行動に走るという

ことがないように、是非今後も十分その辺を

注意していただければと思いますので、よろ

しくお願いします。

藤田委員 ７ページの１１番、豊の国埋蔵文

化財魅力発信事業についてなんですけれども、

オープンが楽しみなんですが、このパンフレ

ットを見ていると、全国でも最先端を行く埋

蔵文化財センターということになっています。

この最先端というのは、どういうところが最

先端を行っているのかということが一つ。

あと、市町村にも同じように歴史資料館と

いうような施設があるんですけれども、こち

らのセンターとそういった市町村との連携。

県立美術館ができるときにも、それぞれの市

町村との連携というのも話題にもなっていま

したけれども、こういった埋蔵物の分野でも、

そういった市町村との連携、あるいは文化財

の保護での連携というのはどのように今考え

られているのかということをお伺いします。

佐藤文化課長 ただいま御質問を２点頂きま

した。

まず１点目、最先端という言葉に関連して

ですが、全国の埋蔵文化財センターという名

前が付いている施設の中で、展示室の広さが

１千平米以上ありますので、これはもう全国

トップクラスで、埋蔵文化財の本物をそうい

う展示室を使って県民の皆様に見ていただけ

る施設として、全国的にトップレベルの施設

だと考えております。

あわせて、市町村との連携という点ですが、

まず今回、開館記念の大友氏の栄華の展示に

関しましては、大分市との連携を中心に大友

遺跡の発掘を県と大分市でそれぞれ分担して

やっておりますので、大分市の分担部分から

出た貴重なものも併せて展示をするというこ

とで連携を図っていくように考えております。

あわせて、津久見市がいろいろ南蛮関係の

ものを集めたりしておりますので、そういう

ものもお借りして展示をするということで、

展示の中で協力もしていきたいと考えており

ますし、今後、企画展示をする中で、いろい

ろな市町村の特徴ある発掘、遺物等をこの埋

蔵文化財センターで展示しながら県民の皆さ

んに御覧いただくというようなことも含めて

連携を図っていきたいと考えております。

藤田委員 逆にこれから埋蔵文化財センター

から各市町村に出掛けていって、この地域の

子どもたちに、それぞれの地域の特色も含め

ながら伝えていくというような事業も今後考

えられるのかということは。

佐藤文化課長 今、御指摘いただきましたよ

うに、埋蔵文化財センターの方から各学校等

に出ていく出前授業等は、極力積極的にさせ

ていただきたいと考えております。そういう

ときに本物の遺物等も持っていって、子ども

たちに本物を見てもらう。そして、機会を作

っていただいて埋蔵文化財センターにも来て、

そこで並んでいるものを見ていただくという

ようなことを併せてできるように働き掛けも

進めていきたいと考えております。

元吉委員長 ほかにございませんか。

吉冨副委員長 １点だけ聞いていいですか。

教育長、この大友氏の栄華の分は無料なんで

すけれども、これはどうして無料なんですか。

やっぱり大分県の財産であるから県民に広く

見せるということで無料なんですか。そこの

ところをちょっと教えてください。

佐藤文化課長 今、御質問の中でも出されま

したように、貴重なものであるから県民の方

に極力見ていただくということを考えて、今

回の展示は埋蔵文化財センターにおいては無

料で御覧いただくと考えて設定したところで

あります。

吉冨副委員長 多分大分県民は、この大友氏

の関係に対しては物すごく興味のある方がた

くさんいらっしゃると思うんですよね。小・

中学生とか高校生ぐらいまでの勉強とか、そ

ういう分においては無料でも十分いいと思う
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んですけど、一般の大人が来る分には、１０

０円でも２００円でもいいから取ってもいい

んじゃないかって思うのは私だけなんやろう

かというところがちょっと気になったもんで

すから聞いてみました。

こういう企画展でいいものがあると、やは

り経費も相当掛かっているはずなんで、その

辺のところをやはり考えていただいた方が、

単に教育というだけではなくて、今後、こう

いう企画展でいいものがある場合には、教育

という部分では無料でも構いませんけれども、

一般の方が入るんであれば有料にしてもいい

んじゃないかなとちょっと思ったもんですか

ら。

工藤教育長 ありがとうございます。

使用料というところに関しては、公の施設

ということになりますから、ほかの各県の状

況等もいろいろ調べてみました。こういう埋

蔵文化財センターで有料にしているところと

いうのは、ほとんどなかったような状況もあ

ります。ただ、企画展をやるときには、それ

なりのものをやはり持ってくるということも

あり得ますので、そこはオープンに考えてい

きたいと、御指摘を頂いていると思っており

ます。もう一切無料ということだけではなく

て、考え方は広くしていきたいと思っており

ます。

元吉委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかに質疑もないようですので、

これをもちまして、平成２９年度の行政組織

及び重点事業等を終わります。

次に、執行部より報告をしたい旨の申出が

ありましたので、これを許します。

まず、①の報告をお願いします。

後藤特別支援教育課長 第三次大分県特別支

援教育推進計画の骨子等について御説明しま

す。

資料の８ページをお開きください。

まず、本計画骨子の背景について御説明い

たしますので、次の９ページをお開きくださ

い。

上段の資料２には、県立特別支援学校１６

校の配置をお示ししています。大分市、別府

市に多くありまして、周辺部の日田市、宇佐

市等にも知的障がいの支援学校を配置してお

ります。

その下の資料３には、県立特別支援学校在

籍者数の推移をお示ししております。在籍者

数は年々増加しております。また、表にあり

ますように高等部の生徒数は特に多くなって

きております。

次に１０ページの資料４を御覧ください。

これは知的障がい特別支援学校の在籍者数を

お示ししております。在籍者数の増加に伴い、

大分地区、別府地区の学校では教室不足が深

刻化している特別支援学校が出てきておりま

す。特に大分地区の新生支援学校と大分支援

学校においては教室の不足が甚だしく、特別

教室を教室として使用したり、プレハブを設

置したりするなど物理的な面からの対応を迫

られている現状があります。

続いて、下の段の資料５を御覧ください。

これまでの推進計画と実施状況です。障がい

のあるお子さんの教育は、平成１９年の学校

教育法一部改正により、特別支援教育が位置

付けられ大きな転換期を迎えました。大分県

教育委員会ではこのことを受け、平成２０年

３月大分県特別支援教育推進計画を策定し、

県立特別支援学校の再編を行い、右枠の実施

内容Ⅰ－②にありますように、当時の別府養

護学校、鶴見養護学校、石垣原養護学校の３

校は、別府支援学校を本校、鶴見校と石垣原

校は分校となる、別府３校の再編を行いまし

た。

この後も、特別支援学校の在籍者数の増加

や、小中学校では通常の学級に在籍する発達

障がいの児童生徒への対応が課題となるなど、

新たな視点から特別支援教育を推進する必要

性が出てきました。そこで、大分県特別支援

教育推進計画が終了する平成２５年３月に第

二次推進計画を策定したところです。

現計画は、平成２９年度で終了いたします

が、県立特別支援学校には、児童生徒数増加
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に伴う教育環境整備という課題や一般就労な

ど一人一人が望む進路実現など大きな使命が

明確に見えてきております。また、平成２８

年４月に、障害を理由とする差別の解消の推

進に関する法律の施行により、幼稚園、小中

学校、高等学校では、特別な支援を必要とす

る子どもへの教育内容を充実させることが喫

緊の課題となっております。そこで、現計画

終了後に取り組む新たな計画策定が必要であ

ると考えています。

大変申し訳ありませんが、再度８ページに

お戻りいただき、資料１を御覧ください。第

三次推進計画の骨子等について御説明いたし

ます。

中ほどの２になりますが、国の動向等を踏

まえ、骨子検討のための委員会を開催し、頂

いた御意見を基に、（１）基本方針を「障が

いがある子どもの自立や社会参加に向け、一

人一人の教育的ニーズに応える物的・質的環

境を整え、インクルーシブ教育システムの構

築をめざす」といたしました。また、教職員

の専門性の向上と特別支援学校等の教育環境

整備の二つの観点と観点ごとの検討項目を示

しました。

特に、特別学校等の教育環境整備について

は、フォローアップ委員会から別府地区と盲

学校、聾学校を含む大分地区の特別支援学校

の再編、そして高等特別支援学校についての

提言も頂きましたので、検討をしていきたい

と考えています。また、（３）実施期間及び

年度別計画につきましては、検討項目の具体

的内容を明らかにすることと併せて定めてま

いります。

平成２９年４月に学識経験者等による検討

委員会を発足し、協議結果を基に、６月に素

案、９月に計画案を作成し、１２月には成案

を目指しております。スケジュールの詳細は、

検討委員会の開始までに明らかにし、計画的

に取り組んでまいりたいと考えております。

元吉委員長 以上で説明は終わりました。

ただいまの報告について、質疑、御意見等

はございませんか。

吉冨副委員長 ちょっと１点だけいいですか。

先ほどの御説明で、高校がやはり増えている

というような話もありましたけど、全体で見

てもそうなんですけれども、年々増え方が右

肩上がりになっているのですが、これは何か

要因とかあるんですか。

後藤特別教育支援課長 大分県教育委員会と

して、平成２２年度に特別支援学級の増設計

画を立てまして、２３年度から２７年度まで

に特別支援学級を２００学級増やしてまいり

ました。

特別支援学級で学ぶということは、学ぶ内

容が違いますので、高等学校へ進学せずに特

別支援学校へ進学するお子さんたちが結果増

えてきているということが想定されるのと、

それから、一般就労率が年々向上してまいり

ましたので、進路が確保できるということで

親御さんの期待もあろうかなと考えておりま

す。

吉冨副委員長 就労支援というのは、物を作

ったりとかして少しお金を頂けるという、そ

ういうものとは違うんでしょう。

後藤特別教育支援課長 知的障がいのお子さ

んたちでも一般企業に、例えばダイハツとか、

キヤノンでありますとか、ああいったところ

へ就労していくお子さんたちが現在増えてい

る状況です。

吉冨副委員長 分かりました。

元吉委員長 ちょっとすみません、今の話を

もうちょっと深掘りしたいんですけど、右肩

上がりに上がっているのは、全体として障が

い児がどんどん増えているということではな

いということでいいんですね。

後藤特別教育支援課長 詳しい調査をしたわ

けではないので、その結果はちょっと分かり

かねますけれども、学級を増やした結果、学

ぶ内容が支援の必要なお子さんたちに適した

内容で学んでおりますので、そうすると、例

えば知的障がいの子どもさんたちは英語の学

習がなかったりいたします。そうすると、高

等学校への進学が若干難しくなって、特別支

援学校を選択するという形になっていると考
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えております。

元吉委員長 分かりました。

ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかに質疑もないようですので、

②、③の報告をまとめてお願いします。

姫野高校教育課長 平成２９年度大分県立高

等学校入学者選抜実施結果について御説明い

たします。

資料１１ページを御覧ください。まず、全

日制の表を御覧ください。

表の一番上の欄が平成２９年度入試におけ

る結果であり、比較としてその下の欄に平成

２８年度入試の結果、その下の欄には増減し

た人数を示しております。また、項目として

は、入学定員、推薦入試・連携型入試、一次

入試、二次入試の順に人数をまとめておりま

す。

平成２９年度は全体の入学定員７，６００

人に対し、最終合格者数は７，３８７人でし

た。なお、合格者数が入学定員に満たない欠

員の人数は２１３人、学校数は１２校でござ

います。

次に定時制の表を御覧ください。

総入学定員４４０人に対し、括弧内の３９

６人は、爽風館高校の秋季募集人員及び春季

転編入学者試験の募集人数を除いた数を示し

ています。最終合格者数は１６２人でござい

ました。

各学校別の状況につきましては、１２ペー

ジにお示ししておりますので御覧ください。

続きまして、１３ページを御覧ください。

スーパーサイエンスハイスクールについて御

説明します。

今年度から、文部科学省指定のスーパーサ

イエンスハイスクールに佐伯鶴城高校が決定

いたしました。

指定の内容としましては、今年度から５年

間指定、１年目の経費支援は１，３００万円

となります。全国から１２５校の応募があり

まして、その中から、新規１３校、２期目以

降の継続６４校が採択されております。佐伯

鶴城高校は新規１３校のうちの１校です。

佐伯鶴城高校の研究テーマですが「未来を

創生する科学技術系人材の育成プログラムの

開発」、研究の内容としましては、地域の特

性を生かした探究型カリキュラムの開発を目

的としまして、具体的には、南海トラフ地震

を想定した防災に関わる研究、東九州メディ

カルバレー構想に関連した研究を行いたいと

考えております。小・中・高をつなぐカリキ

ュラムの開発を目的としまして、エネルギー

教育を共通の研究テーマにし、小・中・高の

１２年間を見通した探究型カリキュラムの開

発を行ってまいりたいと考えております。ま

た、特徴的な研究としてビッグデータの解析

など数理科学的視点による研究を行いたいと

考えております。

研究の主な協力者としましては、元グーグ

ル日本法人社長の村上憲郎氏ほか４名の方々

にお願いしているところです。

本県のＳＳＨ指定の状況としましては、平

成１７年度から第３期３年目の大分舞鶴高校、

平成２３年度から第２期２年目の日田高校、

平成２９年度から第１期１年目の佐伯鶴城高

校の３校となります。

大分舞鶴高校、日田高校はＳＳＨ事業によ

り、他の高校を牽引し、理数教育の向上に成

果を上げています。佐伯鶴城高校のＳＳＨ事

業により、３校で幅広く県全体の教員の指導

力向上を目指し、科学技術系人材育成システ

ムを構築することができるようになると考え

ております。

九州各県のＳＳＨ指定の状況につきまして

は、資料下段に示しておりますように、九州

内で１９校が指定されております。

元吉委員長 以上で説明は終わりましたが、

質疑、御意見などはございませんか。

馬場委員 １１ページの県立高校入学者選抜

結果で、２８年度の入学定員が７，６００人

で、２９年度も７，６００人と。公私比率が

だんだんと変化してきていると思うんですけ

れども、これは２年間変わらないのかどうか。

変わっていなんですか。
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姫野高校教育課長 入学定員につきましては、

中学生のその年度の卒業予定者数を主にデー

タとして算出してまいります。今回につきま

しては、２年間、中学校のその数字を、更に

先ほどおっしゃっていただいた公私比率等を

鑑みて、入学定員は同数という形で募集した

ところでございます。

馬場委員 それともう一つ、２次試験でも不

合格というのが、高校ですから適格者主義が

あるのかも分かりませんけれども、この不合

格になった生徒は私立に進学しているのかど

うか、その辺はどうなんでしょうか。

姫野高校教育課長 詳細な個々の状況は把握

しておりませんが、そういう子たちにつきま

しては私立高校中心に進学していると私たち

は把握しております。

元吉委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 ほかに質疑もないようですので、

これで諸般の報告を終わります。

この際、ほかに何かありませんか。

阿部委員 諸般でございますので、ちょっと

方針を聞きたいんですが、スポーツの向上と

いうのはよく言われるんですけど、例えば国

体なんかの順位をもう少し上げるという目標

を高く掲げてやられているんだけど、御案内

のとおりの結果に終わっておるんです。そう

いう流れの中で、スポーツの順位、一つの定

める順位ですから、そこでどれぐらいなレベ

ルにあるかということになるわけですが、こ

のことに関して言えば、やっぱり指導者とい

うのは非常に大事な状況になってくると思う

んですが、人事交流の流れの中で、このスポ

ーツ関係の指導者というのをどう位置づけて

考えておられるかですね。特にいろんな競技

団体が私学にどんどん移ってきているような

感覚がするんですよね。

さりとて、やはり大分県の全体の子どもた

ち、高校のスポーツを見たときには、私学だ

ろうと公立であろうとやっぱり一緒に見てい

かなきゃならんとは思いますが、やはりその

指導者の背景が違うんですよね。そこのとこ

ろはどう捉えておられるのか。また、これか

らどうやっていこうと考えておられるのか。

どこまで突っ込んでいただけるか分かりませ

んが、お聞かせ願えないですか。

井上体育保健課長 御指摘ありがとうござい

ます。指導者のことは、競技力を上げていく

上では非常に重要なことと捉えております。

したがいまして、指導者の資質向上のための

いろんな研修などを通して指導者の資質向上

を目指しているところでございます。

それから、国体等においてはいろんな競技

がございますが、その競技の特性に応じて、

また地域の特性に応じて、指導者の配置、そ

ういったところも考慮した上でやっていると

ころでございます。

委員御指摘のように、私立の指導者の先生

方との指導力の差というのも否めないところ

ではございますが、私学も含めて、大分県内

の競技力を上げるためには指導者の力という

のが非常に重要なものとして捉えて、今後も

引き続き指導者育成に取り組んでいきたいと

考えております。

阿部委員 私が聞く段階だけでの話なんです

けど、かつては１０年とか１５年とか長期に

わたってすばらしい指導者がずっとおられた。

ところが、どの時点かでほかの科目の先生方

と同じようなレベルで３年とか４年ぐらいで

どんどん変わると。

ただ、いろんなスポーツの関係では、高校

生の場合３年しかないんですよね。中学から

来るわけですけど、たった３年間でどれぐら

いの順位に上げていくかの指導をしていくわ

けなんで、非常に指導者の力というのは大き

く左右してくると思うんです。

また、子どもたちも、このスポーツをと、

その指導者を目指して学校に入るということ

も往々にあるということを聞いています。そ

れで、行ってみたら１年間は指導してもらっ

たけど、もう２年目からは変わっちゃったと

か、そういうような話をよく聞くんです。ま

あ、どこかでは変わっていくんでしょうから、

終生おるということはできんでしょうけど、
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もう少しそこのところが、特別な見方をして

もいいんじゃないかなと私は個人的に思いま

すけれども、そこのところはどうですか。

宮迫理事兼教育次長 まず最初に、採用に当

たりましては、スポーツ指導者の特別枠を設

けて競技別に指導者を採用するということも、

通常の体育の先生以外にそういうこともして

おります。

それから、今年度に関しては、スポーツ国

際交流員制度を使って、本当に一流の海外の

指導者を呼んでくるということもしておりま

す。

その後お話になった人事異動の件について

なんですけれども、これは各学校の部活動の

状況も校長から逐一把握をさせていただいて、

その状況も踏まえた上で異動をどうするかと

いうことをするようにしております。いわゆ

る機械的に年数が来たからということではや

ってはなく、それぞれの学校の状況、教員の

状況を把握した上でやると。

それと、おっしゃっていただきましたよう

に、余り長くおるというのもあれなんで、そ

の辺のバランスもあるんですけれども、そこ

はしっかり学校の事情を踏まえた上でやるよ

うにはしております。

阿部委員 ちょっとよく分からんな。何かこ

う通り一遍なお答えにしか聞こえないんで。

それは、今日が初めてでしょうからそれは

結構ですが、特にこの件については、私はこ

の１年間のテーマにしてやっていこうと思っ

ておりますので、特別にまた聞くかと思いま

すから、また個人的にもどうぞよろしくお願

いします。

志村委員外議員 別府アルゲリッチ音楽祭の

参与を仰せつかっておるもんですから、そち

らでちょっとお話ししたいんですけれども。

アルゲリッチ音楽祭は、芸術、文化の向上は

もちろんですけれども、教育についてアルゲ

リッチ女史が非常に高く取り組んでいるとい

うことも御承知おきのとおりだと思っていま

す。教育委員会とその音楽祭との関係がもう

少し緊密になるといいなと思っておるんです

けれども、その背景の中で、今年は小沢征爾

さんとアルゲリッチ女史の共演があるわけで

すけれども、リハーサルを公開すると聞いて

おるんです。

そこで、このニュースが入っているか分か

りませんけれども、学校教育との組合せで、

是非これは活用するような話ができるといい

なと思っておりますんですが、そういう情報

と、これに対する計画について、これは何か

ございますでしょうか、ちょっとお尋ねした

いと思います。

佐藤文化課長 大変申し訳ありませんが、そ

の公開に関しての情報は持ち合わせておりま

せんでした。また、そういう公開で高校生等

が参加できるような機会が持てるものなのか

どうか検討させていただいて、できるだけ有

効に活用させていただければと思っておりま

す。

アルゲリッチ音楽祭の若手の音楽発表のと

きとかは、最初のファンファーレとかを地元

の高校で順番に担当させていただいたり、い

ろんな関わり方をこれまでもさせていただい

ておりますので、できるだけ有効に使えれば

と思っております。ありがとうございました。

志村委員外議員 ピノキオコンサートが県下

ずっと回って非常に効を奏しておりますけれ

ども、このチャンスというのは是非生かして

ほしいなと思いますので、文化課だけではな

くて、高校教育課とか義務教育課も含めて、

教育委員会として御協議ください。お願いし

たいと思います。

元吉委員長 ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元吉委員長 別にないようでありますので、

これをもって教育委員会関係を終わります。

執行部はお疲れさまでした。

〔教育委員会、委員外議員退室〕

元吉委員長 これより内部協議を行います。

まず、県内調査についてですが、事務局か

ら説明させます。
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〔事務局説明〕

元吉委員長 以上、事務局から説明させまし

たが、この行程でよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

元吉委員長 それでは、この案で実施するこ

ととします。

欠席や別行動となる場合は早めに事務局に

連絡してください。

次に、県外調査の日程、調査先などについ

て、御協議願いたいと思いますが、まず事務

局から説明させます。

〔事務局説明〕

元吉委員長 以上、説明させましたが、日程

や調査地の御希望などはありますか。

〔協議〕

元吉委員長 それでは、県外所管事務調査に

つきましては、７月１１日から３日間の日程

で実施することとし、ただ今、御検討いただ

きました趣旨に添いまして事務局に実施案を

作成させます。

なお、細部については私に御一任願います。

以上で予定されている案件は終わりました。

この際、ほかになければ委員会を閉じたい

と思いますが、よろしいでしょうか。

〔「はい」と言う者あり〕

元吉委員長 別にないようですので、これを

もちまして委員会を終わります。

お疲れさまでした。


